
  保険申込時必要書類一覧
(◎必須　〇該当する場合は提出)

まもりすまい保険　

1

2 確認済証・確認申請書の写し

戸建

確認申請書の写し
第一面～第三面

共同

確認済証・確認
申請書の写し(全
面)

建築確認を必要としない地域の場合、「建築工事届(写)第一面」を提出、又は「保険契約申込書」の備考欄
に、設計者、工事監理者、工事施工者の会社名、氏名、電話番号をご記入ください。

3 契約書の写し

4 契約内容確認シート

5 設計図書一覧・木造住宅の場合 木造住宅 木造住宅以外

①付近見取図 ◎ ◎

②配置図 ◎ ◎

③平面図(各階) ◎ ◎

④立面図 ◎ ◎

⑤基礎の状況に関する資料　※1
(戸建は構造に関わらずご提出ください。) ◎ -

木造住宅の場合に設計図書に次の事項を記載してください。
<べた基礎の場合>
・立上り主筋の径、本数
・立上り縦筋の径、間隔
・スラブ筋の径、間隔
・スラブ厚
・立上り部分の厚さ
・立上り部分の高さ(地盤面より)
・立上り部分の配置

<布基礎の場合>
・立上り主筋の径、本数
・立上り縦筋の径、間隔
・立上り部分の厚さ
・立上り部分の高さ(地盤面より)
・立上り部分の配置
・底盤の幅
・底盤の補強筋の径、間隔
・底盤の両端部の鉄筋の径

⑥2階の状況に関する資料　※1※2
(3階建の場合は3階の状況に関する資料も含
む)

◎ -

木造住宅の場合に下記いずれかをご提出ください。
床組を剛床等とし火打ち梁を省略する場合は、その旨を矩計図等に記入いただければ提出不要です。

・平面図を利用し、2階床の火打ち梁を記載。
・2階床のプレカット図
・2階の床伏図
・その他火打ち梁を記載した資料
・建築確認申請に際して、床伏図に代えて仕様表等に必要事項を記載している場合には該当仕様表。

⑦防水措置の状況に関する資料　※1 ◎ ◎

次の内容を記載してください。
1.屋根
<勾配屋根の場合>
・屋根仕上材
・屋根下ぶき材
・勾配
<陸屋根の場合>
・防水材
・勾配

2.外壁
・外壁仕上材
・防水紙(ALCパネル等の場合は仕上塗材)
・通気構法の有無

3.バルコニー
・防水材
・床勾配
・防水層の立上り高さ
*トップライトがある場合、メーカー仕様又は第3条確認かを記載してください。

⑧地盤調査報告書 ◎ ◎

以下資料は必ずご提出ください。
・計測点配置図
・地盤調査データ
・考察(木造住宅の場合、「基礎設計のためのチェックシート」も可)　※3

(二階建て以下の戸建木造住宅において地盤調査が不要と判断した場合は、地盤調査報告書に代えて「現
地調査チェックシート」のご提出とすることができます。)

⑨面積表(共同住宅等<区分所有>の場合) 〇 〇

⑩構造図 - ◎

6 建設住宅性能評価引受書の写し

7 設計施工基準第3条の確認書の写し

保険契約申込書
(保険契約者が複数事業者の場合には「保険契約申込書別紙(連名契約・複数事業者契約用)」をご提出ください。)

※1木造住宅の場合、⑤⑥⑦の資料において不足する内容を「防水・基礎仕様説明シート(木造住宅用)」により補足することができます。

※2建築基準法第68条の10に基づく「型式適合認定書」(写)を添付する場合は、⑥の添付は不要です。

※3地盤調査報告書に「考察」として具体的な記載がない場合でも、次の表記がある場合は「考察」として取り扱います。
・地盤調査結果の考察として明確な補強工法の記載はないが、基礎伏図等に「杭の配置図、杭径、長さ、本数及び長期許容支持力」の記入があり、小口径鋼管杭、柱状改良杭(深層混合処理工法)、大臣認定等を取得した杭工法を採用する旨を確認で
きる場合。
・地盤調査結果の考察として明確な補強工法の記載はないが、平面図(基礎伏図)等に採用した「工法の仕様、補強の範囲、深さ及び長期許容支持力」の記入があり、表層改良(浅層混合処理)、大臣認定等を取得した地盤補強工法を採用する旨を確認
できる場合。
・<RC造・S造で建築確認が必要な住宅>
基礎底盤の位置や支持層の深さ(直接基礎の場合や杭基礎における杭の長さ)が構造図(基礎伏図等)に記載がある場合。
構造図(特記仕様書、杭工事等)において、標準貫入試験(ボーリング調査)の柱状図に「基礎底盤の位置及び支持層の深さ」の記載がある場合。

注文住宅の場合は申込時に請負契約書(写)を、分譲住宅の場合は保険証券発行申請時に売買契約書(写)をご提出ください。

注文住宅の場合、申込時にご提出ください。

建設住宅性能評価を受ける場合は、ご提出ください。

設計施工基準により難い工法・仕様等の場合は、当社から設計施工基準の適用除外の手続き(設計施工基準第3条確認)を受け、保険申込みをす
る際に「確認書」の写しをご提出ください。


